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テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
『
五
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』
翻
訳
研
究
（
一
）

箕　
　

浦　
　

暁　
　

雄

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（V

asubandhu

）
の
『
五
蘊
論
』（Pañcaskandhaka

）
に
対
す
る
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
（Sthiram

ati

）
の
註

釈
書
『
五
蘊
論
註
』（Pañcaskandhakavibhās
・ā

）
冒
頭
箇
所
の
翻
訳
研
究
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
数
多
く
の
仏
教
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
写
本
が
保
管
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
に
、『
五
蘊
論
』『
五
蘊
論
註
』
両
テ
ク
ス
ト
の
写
本
が
現
存
す
る
。『
五
蘊
論
』
は
エ
ル
ン
ス

ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
と
李
学
竹
に
よ
っ
て
、『
五
蘊
論
註
』
は
ヨ
ヴ
ィ
タ
・
ク
ラ
マ
ー
に
よ
っ
て
校
訂
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
底
本
と
す
る
。
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説
一
切
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
な
ら
び
に
瑜
伽
行
唯
識
学
派
の
思
想
史
上
、『
五
蘊
論
』
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

ま
た
、『
五
蘊
論
』
を
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
と
い

う
註
釈
者
に
迫
り
た
い
。『
五
蘊
論
註
』
の
記
述
を
丁
寧
に
見
る
と
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
で
思
索
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
丁
寧
に
受
け
と
め

て
い
る
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
『
五
蘊
論
註
』（
冒
頭
）
和
訳

　

仏
陀
に
帰
命
し
ま
す
。

1
　
造
論
の
意
趣

　

五
蘊
を
初
め
と
す
る
論
が
企
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
法
の
自
〔
相
〕
共
相
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、『
瑜
伽
師
地
論
』
な

ど
の
諸
論
で
、
法
の
相
は
す
で
に
確
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
再
度
そ
の
確
定
に
努
力
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
の
か
。
否
、
無
意
味

で
は
な
い
。
要
約
に
よ
り
理
解
す
る
者
に
対
す
る
教
化
を
願
う
か
ら
で
あ
る
。
要
約
に
よ
り
理
解
す
る
者
は
、
単
な
る
一
例
に
よ
っ
て
そ

の
あ
り
得
べ
き
差
異
を
余
す
こ
と
な
く
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
実
に
略
説
を
こ
そ
評
価
し
詳
説
を
〔
歓
迎
し
な
い
〕、
ま
た
そ

れ
ゆ
え
に
、
簡
略
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
衆
生
に
恩
恵
を
与
え
る
た
め
に
、
こ
の
論
を
企
て
た
の
で
あ
る
、
と
。
あ
る
い
は
ま
た
、
在
家

者
た
ち
は
多
く
の
仕
事
に
従
事
す
る
か
ら
、
詳
細
な
テ
ク
ス
ト
〔
の
理
解
〕
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
作
意
す
る
こ
と
に
専

念
す
る
出
家
者
た
ち
も
ま
た
詳
細
な
テ
ク
ス
ト
〔
の
理
解
〕
に
専
念
す
る
と
き
に
は
実
に
〔
心
が
〕
散
乱
す
る
か
ら
、
そ
の
〔
在
家
と
出

家
〕
両
者
が
法
相
を
理
解
す
る
た
め
に
こ
の
論
に
お
い
て
は
法
相
を
要
約
し
て
説
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
企
て
は
無
意
味
で
は
な
い
。
あ

る
い
は
ま
た
、
簡
略
に
し
て
法
相
を
理
解
す
る
人
は
、
努
力
す
る
こ
と
な
く
法
相
の
詳
細
を
了
解
す
る
能
力
あ
る
者
と
な
る
。
だ
か
ら
、

『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど
〔
諸
論
〕
の
詳
細
な
テ
ク
ス
ト
へ
の
入
口
で
あ
る
こ
の
論
は
、
師
〔
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
〕
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
の

（
）

2

（
）

3



3

で
あ
る
、
と
。

　

そ
の
う
え
、
師
が
法
相
の
説
示
を
重
ん
ず
る
の
は
、
法
相
を
理
解
し
な
い
で
は
何
が
成
就
し
な
い
か
ら
な
の
か
。
心
一
境
性
と
、
議
論

の
決
定
に
お
け
る
問
い
と
答
え
に
精
通
す
る
こ
と
（
巧
み
さ
）
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
法
相
を
熟
知
す
る
者
に
は
疑
い
が
な
い
か
ら
、

望
む
が
ま
ま
に
所
縁
に
心
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
外
で
は
な
い
。
ま
た
、
法
相
を
判
定
す
る
こ
と
か
ら
、
慧
が
勝
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
ゆ
え
に
無
畏
を
獲
得
す
る
。
そ
し
て
無
畏
は
、
議
論
の
決
定
に
つ
い
て
の
一
切
の
問
い
と
答
え
と
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
な
い
。

2
　
五
蘊
に
つ
い
て
の
総
説

（
1
）
蘊
の
数

　

五
蘊
と
い
う
の
は
、〔
五
よ
り
〕
少
な
い
の
も
多
い
の
も
認
め
な
い
こ
と
に
よ
る
数
の
決
定
な
の
で
あ
る
。
区
別
な
く
蘊
と
い
う
語
を

使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
有
漏
や
無
漏
の
蘊
だ
と
の
言
及
が
あ
る
。
蘊
は
五
つ
の
み
で
あ
り
、〔
五
よ
り
〕
少
な
く
も
多
く
も
な
い
。
我
・

我
所
だ
と
捉
え
る
事
態
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
概
し
て
愚
か
者
た
ち
の
場
合
、
識
の
み
に
対
し
て
我
の
把
握
が
あ
り
、
残

る
色
な
ど
に
対
し
て
我
所
の
把
握
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
外
的
・
内
的
な
色
は
道
具
あ
る
い
は
目
的
（
行
為
の
対
象
）
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
我
と
結
合
す
る
か
ら
色
蘊
に
対
す
る
我
所
の
把
握
が
あ
る
。
浄
・
不
浄
な
る
諸
々
の
業
の
異
熟
〔
果
〕
で
あ
る
受
が
あ
り
、
そ
し

て
そ
れ
（
受
）
を
自
己
が
知
覚
す
る
か
ら
受
蘊
に
つ
い
て
我
所
の
把
握
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
楽
の
感
受
は
、
諸
々
の
浄
な
る
業
の
異

熟
〔
果
〕
で
あ
る
。
苦
〔
の
感
受
〕
は
、
諸
々
の
不
浄
な
る
業
〔
の
異
熟
果
〕
で
あ
る
。
不
苦
不
楽
〔
の
感
受
〕
は
、〔
浄
・
不
浄
〕
両

者
の
〔
業
の
異
熟
果
〕
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
相
応
す
る
捨
（
不
苦
不
楽
）
の
み
が
、
勝
義
と
し
て
は
業
の
異
熟

〔
果
〕
な
の
で
あ
る
。
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
浄
・
不
浄
な
る
業
の
異
熟
〔
果
〕
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
楽
と
苦
と
は
異
熟
か
ら
生
ず
る
か

ら
、
異
熟
と
い
う
仮
説
が
あ
る
。
見
ら
れ
た
（
見
）・
聞
か
れ
た
（
聞
）・
考
え
ら
れ
た
（
覚
）・
認
識
さ
れ
た
（
知
）
諸
々
の
意
味
に
対
し
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て
自
己
に
想
を
媒
介
と
し
て
言
語
習
慣
が
生
起
す
る
か
ら
、
想
蘊
に
つ
い
て
我
所
の
把
握
が
あ
る
。
善
・
不
善
な
ど
に
対
し
て
、
諸
行
に

よ
っ
て
自
己
と
考
え
る
心
が
起
こ
る
か
ら
行
蘊
に
つ
い
て
我
所
の
把
握
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
蘊
は
五
つ
の
み
で
あ
る

（
2
）
蘊
の
順
序

　

さ
て
、
な
ぜ
諸
蘊
は
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
よ
う
な
順
序
な
の
か
。
す
な
わ
ち
粗
雑
な
も
の
か
ら
〔
精
細
な
も
の
へ
の
順
序
〕
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
、
色
は
〔
他
の
法
と
〕
牴
触
す
る
も
の
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
な
か
で
〔
最
も
〕
粗
雑
で
あ
り
、
五
識
身
の
所
依
で
あ
る
か
ら
、

六
識
の
境
で
あ
る
か
ら
、
ゆ
え
に
最
初
に
粗
雑
な
色
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
受
は
、〔
色
に
次
ぐ
、
受
想
行
の
〕
三
つ
の
う
ち
現

れ
方
が
粗
雑
で
あ
る
と
い
う
点
で
よ
り
粗
雑
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、〔
そ
れ
が
現
れ
る
〕
場
所
を
欠
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
想
な
ど

の
よ
う
に
現
れ
方
が
粗
雑
で
あ
る
か
ら
、
場
所
を
判
定
す
る
と
い
う
点
で
、
そ
れ
（
受
）
の
み
に
つ
い
て
「
私
の
手
に
受
が
あ
る
。
私
の

頭
に
受
が
あ
る
」
と
〔
一
般
に
〕
言
う
の
で
あ
っ
て
、
想
な
ど
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
色
の
直
後
に
説
か
れ
て
い
る
。
二
つ
の

う
ち
よ
り
粗
雑
で
あ
る
想
と
は
表
象
因
の
把
握
を
本
質
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
く
認
知
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
識
よ
り
も
諸
行
は

よ
り
粗
雑
で
あ
っ
て
、
形
成
す
る
も
の
と
い
う
性
質
に
よ
っ
て
楽
の
認
知
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の
な
か
で
〔
最
も
〕
微
細
で
あ

る
か
ら
、
識
は
最
後
に
説
か
れ
て
い
る
。

註

『
五
蘊
論
』『
五
蘊
論
註
』
写
本
に
つ
い
て
は
、PS Steinkellner and Li ed., PSV

ibh K
ram

er ed. 

な
ら
び
に K

ram
er

（2014

）
参
照
。

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
か
ら
の
英
訳
は
、Engle

（2009

）
を
参
照
。
瑜
伽
行
唯
識
学
派
に
お
け
る
『
五
蘊
論
』
の
位
置
付
け
に
関
す
る
ク
ラ
マ
ー
の
理

解
に
つ
い
て
は
、K

ram
er

（2015

）
参
照
。

prakaran

・a

（rab tu byed pa

）
の
語
が
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
。

山
口
益
・
野
澤
静
證
［
一
九
五
三
］
一
三
六
─
一
三
九
頁
、
福
田
琢
［
二
〇
〇
五
］、
横
山
剛
［
二
〇
一
四
］
参
照
。
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
お
い
て
、
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礼
賛
の
言
葉
の
後
に
通
例
に
従
っ
て
記
さ
れ
る
題
目
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。北
京
版:

「
イ
ン
ド
語
で
は
、Pañtsaskandhaprakaran

・abibhās

・yam

・

（*Pañcaskandhaprakaran

・avibhās

・ya

）
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
で
は
、Phung po ngaʼi rab tu byed pa bye brag tu bshad pa

で
あ

る
。」*

北
京
版
と
デ
ル
ゲ
版
と
で
音
写
表
記
に
若
干
の
相
違
あ
り
。

論
を
著
す
目
的
は
法
の
自
相
・
共
相
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
と
の
言
及
は
、
幾
多
の
論
書
に
も
見
ら
れ
る
。
い
ま
こ
こ
に
『
五
蘊
論
註
』
を

著
し
た
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
に
よ
る
『
倶
舎
論
』
註
釈
書
（T

attvārthā

）
の
記
述
を
参
照
す
る
な
ら
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。T

A
 Peking T

o 
4a4-5, D

erge T
ho 3b1-2: bcos rtsom

 paʼi dgos pa ci zhe na / chos rnam
s kyi rang dang sbyiʼi m

tshan nyid rtogs pa ni 
dngos kyi dgos pa dang m

ya ngan las ʼdas pa thob pa yang dgos pa yin paʼi bar duʼo // 

さ
ら
に
、
論
を
造
る
目
的
は
何
か
。
諸

法
の
自
〔
相
〕
と
共
相
を
理
解
す
る
こ
と
が
ま
こ
と
の
目
的
で
あ
り
、
ま
た
涅
槃
を
証
得
す
る
に
い
た
る
こ
と
も
目
的
で
あ
る
。

論
の
目
的
に
つ
い
て
、T

A

は
さ
ら
に
、
法
の
判
定
（dharm

a-pravicaya

）
に
よ
っ
て
煩
悩
を
断
じ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
輪
廻
か
ら
の
解

脱
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
言
及
し
た
後
、『
大
毘
婆
沙
論
』
と
い
う
論
が
す
で
に
あ
る
け
れ
ど
も
『
倶
舎
論
』
を
著
す
こ
と
は
無
用
で
な
い

と
い
う
趣
旨
の
註
釈
を
付
す
。T

A
 Peking T

o 4bs-5, D
erge T

ho 3b6-4a1: bstan bcos bye brag tu bshad pa la sogs pa dang 
dgos pa m

tshungs na de rnam
s las lhag par rtsom

 pa dgos pa m
ed pa m

a yin nam
 zhe na / bye brag tu bshad pa la sogs 

pa rnam
s la rgyas pa dang m

dor bsdus pa dang ʼkhrugs ba la sogs paʼi skyon m
thong ste yongs su m

gu bas dgos pa 
m

ang ba dang rgya cher shes pa dang dge paʼi blo can rnam
s la phan gdags paʼi phyir rgyas pa dang m

dor bsdus pa dang 
ʼkhrugs pa m

a yin paʼi tshig don nye bar bstan pa chos m
ngon pa dang ches nye ba chos m

ngon paʼi m
dzod ces bya ba 

brtsam
s so // deʼi phyir ʼdi rtsom

 pa dgos pa m
ed pa m

a yin no /

『
ヴ
ィ
バ
ー
シ
ャ
ー
』（V

ibhās

・ā

『
大
毘
婆
沙
論
』）
な
ど
の
論

と
目
的
が
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
他
に
さ
ら
に
〔
論
を
〕
造
る
目
的
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。『
ヴ
ィ
バ
ー
シ
ャ
ー
』
な
ど
〔
の
論
〕

に
は
、
詳
細
で
あ
っ
た
り
簡
略
で
あ
っ
た
り
混
乱
す
る
な
ど
の
難
点
が
見
ら
れ
る
〔
の
で
〕、
多
様
な
目
的
を
十
全
に
知
り
、
善
な
る
慧
を
持
つ

者
た
ち
に
利
益
す
る
た
め
に
、
詳
細
で
あ
る
と
か
簡
略
で
あ
る
と
か
混
乱
す
る
こ
と
の
な
い
語
の
意
味
を
明
示
す
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
よ
り
近
い

『
ア
ビ
ダ
ル
マ
コ
ー
シ
ャ
』（A

bhidharm
akośa

『
倶
舎
論
』）
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
〔
論
を
〕
造
る
目
的
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、『
倶
舎
論
』
に
先
立
つ
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
冒
頭
で
も
宣
言
さ
れ
て
い
る
。『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
巻
第
一
［
大
正
蔵
二
十
八 

869c12-14, 
16-17

］「
或
い
は
極
め
て
総
略
な
る
有
り　

或
い
は
復
た
廣
き
こ
と
無
量
な
り　

是
く
の
如
き
の
種
種
の
説　

修
多
羅
に
順
わ
ず　

（
）

3
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光
顕
に
し
て
善
く
隨
順
す
る
は　

唯
だ
此
の
論
を
最
と
爲
す
」「
極
め
て
略
な
る
は
解
知
し
難
く　

極
め
て
廣
な
る
は
智
を
し
て
退
せ
し
む　

我

今
中
に
處
し
て
説
き　

廣
説
の
義
も
て
莊
嚴
す
」。
こ
こ
に
は
次
の
割
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
廣
説
は
梵
音
に
毘
婆
沙
と
云
う
。
毘
婆
沙
の
中
の

義
を
以
て
處
中
之
説
を
莊
嚴
す
。
諸
師
の
法
勝
阿
毘
曇
心
の
義
を
釋
す
に
廣
略
同
じ
か
ら
ず
。
法
勝
の
釋
す
所
最
も
略
と
爲
す
な
り
。
優
婆
扇
多

に
八
千
偈
の
釋
有
り
。
又
一
師
に
萬
二
千
偈
の
釋
有
り
。
此
の
二
論
名
づ
け
て
廣
と
爲
す
な
り
。」
さ
ら
に
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
巻
第
一
［
大
正

蔵
二
十
八 869c27-28

］
は
「
大
徳
法
勝
及
び
我
達
磨
多
羅
は
共
に
雜
阿
毘
曇
心
を
莊
嚴
し
諸
の
廣
略
を
離
れ
て
眞
實
義
を
説
く
」
と
説
明
す
る
。

ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
は
、
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
き
た
造
論
の
意
趣
を
受
け
と
め
て
、『
五
蘊
論
』
立
論
の
意
味
を
伝
統
に
従
っ
た
態
度

で
的
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
は
、「
決
擇
」
に
は
「
1
諦
決
擇
（satya-viniścaya

）、
2
法
決
擇
（dharm

a-viniścaya

）、
3
得
決
擇
（prāpti-

viniścaya

）、
4
論
議
決
擇
（sām

kathya-viniścaya

）」
の
四
種
類
が
あ
る
と
述
べ
て
順
に
説
明
を
始
め
る
。
対
応
箇
所
：A

S Gokhale ed., 
30.17, Pradhan ed., 36.2

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
巻
第
三
［
大
正
蔵
三
十
一 674a4-5

］A
SBh T

atia ed.,

欠；
A

SV
y Peking Śi 214b1

〈A
SV

y

は
他
と
訳
語
が
異
な
り
論
議
決
擇
の
箇
所
はyang dag paʼi gtam

 rnam
 nges

で
あ
る
。〉D

erge Li 178b5

『
阿
毘
達
磨
雑
集

論
』
巻
第
六
［
大
正
蔵
三
十
一 719a24-25

］
そ
の
な
か
の
論
議
決
擇
は
さ
ら
に
「
1
義
決
擇
（artha-viniścaya

）、
2
釋
決
擇
（vyākhyā

viniścaya

）、
3
分
別
顯
示
決
擇
（prabhidyasam

・darśana-viniścaya

）、
4
等
論
決
擇
（sam

・praśna-viniścaya

）、
5
攝
決
擇
（sam

・graha-
viniścaya

）、
6
論
軌
決
擇
（vāda-viniścaya
）、
7
祕
密
決
擇
（abhisandhi-viniścaya

）」
の
七
種
類
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
。cf. 

A
S 

Pradhan 
ed., 

102.18-20; 
A

S 
T

ib 
Peking 

Li 
138a8-138b1, 

D
erge 

Ri 
117a6-7

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
巻
第
七
［
大
正
蔵
三
十

一 693a9-11

］

他
方
、
経
律
論
の
定
立
に
つ
い
て
説
く
際
に
、
論
議
決
擇
に
よ
っ
て
受
用
法
楽
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
定
立
が
な
さ
れ
る
と
言

及
す
る
。A

S 
Pradhan 

ed., 
80.2-3: 

jñāninām

・ 
sām

・kathyaviniścayadharm
asam

・bhogasukhavihārāśrayatām
 

upādāya 
abhidharm

apit

・akavyavasthānam
 / 

智
者
た
ち
に
は
論
議
の
決
定
に
よ
る
法
を
享
受
す
る
こ
と
で
楽
に
住
す
る
こ
と
を
所
依
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
蔵
の
定
立
が
あ
る
。A

S T
ib Peking Li 121a5-6, D

erge Ri 102a3: ʼbel baʼi gtam
 gyis gtan la ʼbebs pas chos 

la rdzogs par longs spyod pas bde ba la reg par gnas par bya baʼi phyir / chos m
ngon paʼi sde snod rnam

 par gzhag go //

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
巻
第
六
［
大
正
蔵
三
十
一 686c11-12

］
爲
令
智
者
論
議
決
擇
受
用
法
樂
住
故
、
建
立
阿
毘
達
磨
藏
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

A
SBh

は
、「
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
よ
っ
て
相
互
に
論
議
の
決
定
を
な
す
こ
と
で
法
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
り
心
地
良
さ
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

（
）

4
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の
な
か
で
、
多
く
の
種
類
の
諸
法
の
自
相
を
初
め
と
す
る
法
性
に
よ
っ
て
解
説
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。A

SBh T
atia ed., 97.10-12: 

abhidharm
am

・ 
niśritya 

parasparam

・ 
sām

・kathyaviniścayakr

・tena 
dharm

asam

・bhogena 
sparśavihāro 

bhavati 
tatra 

bahuprakāram

・ dharm
ān

・ām

・ svalaks

・an

・ādidharm
atāyā vyutpādanāt /; A

SV
y Peking Śi 285b8-286a2, D

erge Li 234b3-4: chos 
m

ngon pa la brten nas phan tshun yang dag paʼi gtam
 gyis gtan la ʼbebs par byed pa na chos la rdzogs par longs spyod 

par bde ba la reg par gnas par ʼgyur te / der chos rnam
 pa m

ang po rnam
s kyi rang gi m

tshan nyid la sogs paʼi chos nyid 
la byang bar byed paʼi phyir ro //

『
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
第
十
一
［
大
正
蔵
三
十
一 744b17-20

］
令
智
者
論
議
決
擇
受
用
法
樂
住
故
、

建
立
阿
毘
達
磨
藏
。
依
止
此
藏
諸
有
智
者
、
更
相
問
答
論
議
決
擇
受
法
樂
住
。
由
此
藏
中
以
無
量
門
開
示
諸
法
自
相
共
相
等
眞
實
法
性
故
。「
智

者
を
し
て
論
議
決
擇
し
法
を
受
用
し
樂
住
せ
ん
が
故
に
、
阿
毘
達
磨
藏
を
建
立
す
。
此
の
藏
に
依
止
す
る
諸
の
智
を
有
す
る
者
、
更
に
相
い
問
答

し
論
議
決
擇
し
法
を
受
け
樂
住
す
。
此
の
藏
の
中
に
無
量
の
門
を
以
て
諸
法
の
自
相
共
相
等
の
眞
實
の
法
性
を
開
示
す
る
に
由
る
が
故
な
り
。」

さ
ら
に
、〈
作
意
稱
讃
利
益
〉〈
論
議
決
擇
稱
讃
利
益
〉
に
つ
い
て
の
言
及
を
参
照
の
こ
と
。A

SBh T
atia ed., 1.5-13: kim

artham
 idam

・ 
śāstram

 ārabdham
 / skandhādīn ārabhya kati kasm

ād ity evam
ādis

・u cintāsthānes

・u kauśalyakaran

・ārtham
 / tathā hy 

anena 
kauśalyena 

dvividho 
ʼnuśam

・so 
labhyate 

—
 

m
anaskārānuśam

・sah

・ 
sām

・kathyaviniścayānuśam

・saś 
ca 

/ 
tatra 

m
anaskārānuśam

・sah. 
śam

athānukuīyād 
vipaśyanāvr

〇ddhyānukuīyāc 
ca 

veditavyah

・ 
/ 

śam
athānukuīyam

・ 
punar 

es

・u 
sthānes

・u 
kr

〇takauśalasya 
nih

・sam

・dehatayā 
yathes

・t

・am
 

ālam

・bana 
aikāgryayogena 

sukham

・ 
cittasam

ādhānatah

・ 
/ 

vipaśyanāvr

・ddhyānukuīyam

・ bahubhih

・ prakārair jñeyaparīks

・ayā prajñāprakars

・agam
anatah

・ / sām

・kathyaviniścayānuśam

・sa 
es

・u sthānes

・u kuśalasya sarvapraśnavyākaran. aśaktiyogād vaiśāradyapratilam

・bhato dras

・t

・avyah

・ //

「
何
の
た
め
に
こ
の
論
は

企
て
ら
れ
た
の
か
。
蘊
な
ど
に
つ
い
て
「
何
種
類
か
、
何
故
か
」
云
々
な
ど
と
思
惟
の
主
題
に
つ
い
て
巧
み
に
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
こ
の
巧
み
さ
に
よ
っ
て
二
種
の
福
利
が
得
ら
れ
る
。〈
作
意
称
讃
利
益
〉
と
〈
論
議
決
択
称
讃
利
益
〉
と
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、〈
作
意
称

讃
利
益
〉
と
は
、
止
に
随
順
す
る
が
ゆ
え
に
ま
た
観
の
増
長
に
随
順
す
る
が
ゆ
え
に
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
止
に
随
順
す

る
と
は
、
こ
れ
ら
の
主
題
に
つ
い
て
巧
み
と
な
っ
た
者
に
は
、
疑
い
を
抱
か
ず
に
望
む
が
ま
ま
に
所
縁
に
一
点
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
快
く
心

の
集
中
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
観
の
増
長
に
随
順
す
る
と
は
、
多
く
の
仕
方
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
べ
き
こ
と
の
考
察
に
よ
っ
て
慧
の
卓
越
さ
が
得

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。〈
論
議
決
択
称
讃
利
益
〉
と
は
、
こ
れ
ら
の
主
題
に
つ
い
て
巧
み
な
者
は
一
切
の
問
い
と
答
え
の
力
を
具
え
る
か
ら
、
無

畏
が
獲
得
さ
れ
る
か
ら
、
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」　

阿
毘
達
磨
集
論
研
究
会
［
二
〇
一
五
］
参
照
。
加
え
て
、『
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
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第
一
［
大
正
蔵
三
十
一 695a8-15

］
が
言
及
す
る
〈
作
意
稱
讃
利
益
〉〈
論
議
決
擇
稱
讃
利
益
〉
を
参
照
の
こ
と
。
な
ぜ
蘊
な
ど
に
つ
い
て
分
析

す
る
の
か
と
の
問
い
を
立
て
、
そ
れ
は
思
択
に
お
い
て
善
巧
を
獲
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
こ
の
善
巧
に
よ
っ
て
「
作

意
稱
讃
利
益
」「
論
議
決
擇
稱
讃
利
益
」
と
い
う
二
種
の
稱
讃
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
る
と
説
く
。「
作
意
稱
讃
利
益
は
、
謂
わ
く
善
く
奢
摩
他
毘

鉢
舍
那
に
順
い
増
長
す
る
が
故
な
り
。
善
く
奢
摩
他
に
順
い
増
長
す
る
は
、
謂
わ
く
是
く
の
如
き
諸
の
思
擇
の
處
に
於
い
て
、
已
に
善
巧
を
作
し
、

疑
無
き
こ
と
を
得
る
が
故
に
、
其
の
所
樂
に
隨
い
、
一
境
界
に
於
い
て
正
觀
現
前
し
、
心
定
め
易
き
が
故
な
り
。
善
く
毘
鉢
舍
那
に
順
い
増
長
す

る
は
、
無
量
の
門
を
以
て
、
一
切
所
知
の
境
界
を
觀
察
し
、
速
や
か
に
正
慧
を
し
て
究
竟
し
て
滿
た
し
む
が
故
な
り
。
論
議
決
擇
稱
讃
利
益
は
、

是
く
の
如
き
諸
の
思
擇
の
處
に
於
い
て
、
善
く
通
達
す
る
が
故
に
、
一
切
の
問
答
自
在
を
成
就
し
、
諸
異
論
に
於
い
て
無
所
畏
を
得
る
な
り
。」

対
応
箇
所A

SV
y Peking Śi 145a3-7, sD

e dge Li 118b3-6.

参
照
。

ま
た
さ
ら
に
、
八
正
道
の
正
語
に
つ
い
て
言
及
す
る
箇
所
で
、A

SBh

は
、「
正
語
に
よ
る
所
證
に
ふ
さ
わ
し
い
問
い
と
答
え
と
い
う
論
議
の

決
定
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
見
の
清
浄
で
あ
る
と
識
知
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。A

SBh T
atia ed., 89.21-22: tatra sam

yagvācādhigam
ānurū

papraśnavyākaran

・asām

・kathyaviniścayena asya darśanaviśuddhir vijñāyate /; A
SV

y Peking Śi 276b5-6, D
erge Li 227b4: de 

la yang dag paʼi ngag gis ni rtogs pa dang / ʼdri ba dang / lung ston pa ʼbel baʼi gtam
 gtan la ʼbebs pas / deʼi lta ba rnam

 
par dag par rnam

 par shes so //
『
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
第
十
［
大
正
蔵
三
十
一 741a10-11

］
由
正
語
故
隨
自
所
證
、
善
能
問
答
論
議

決
擇
。
由
此
了
知
有
見
清
淨
。「
正
語
に
由
る
が
故
に
自
ら
の
所
證
に
隨
い
、
善
く
能
く
問
答
し
論
議
決
擇
す
。
此
れ
に
由
り
て
見
に
清
淨
有
る

こ
と
を
了
知
す
。」

ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
に
よ
る
『
中
辺
分
別
論
』
の
註
釈
は
、
八
正
道
の
正
語
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。『
中
辺
分
別
論
』
第
四
章
「
対
治

修
習
品
」
本
論
と
共
に
示
す
。M

aV
Bh N

agao ed., 54.15-16, T
atia and T

hakur 32.19: tasya sam
yagvācā kathāsām

・kathyaviniścayena 
prajñāyām

・ sam
bhāvanā bhavati / 

そ
の
者
に
は
、
正
語
を
も
っ
て
、
説
く
こ
と
と
論
議
の
決
定
に
よ
っ
て
、
慧
に
つ
い
て
の
信
知
が
あ
る

こ
と
に
な
る
。M

aV
Bh Peking Bi 21a7, D

erge Bi 17b5: yang dag paʼi dag gis bsnyad pa dang / ʼbrel paʼi gtam
 rnam

 par 
nges pas shes rab la yid ches par ʼgyur ro // 

玄
奘
訳
『
弁
中
辺
論
』
巻
中
［
大
正
蔵
三
十
一 472b18

］
謂
由
正
語
論
議
決
擇
令
他
信

知
已
有
勝
慧
。
真
諦
訳
『
中
辺
分
別
論
』
巻
下
［
大
正
蔵
三
十
一 459a23-25
］
依
正
言
説
言
語
共
相
難
正
義
共
思
擇
義
時
、
他
得
信
是
人
有
智
。

是
故
令
他
信
智
。M

aV
T

・ Pandeya ed., 138.1-4, Y
am

aguchi ed., 183.16-21: sam
yagvācceti vistarah

・ / katheti dharm
adeśanā / 

sām

・kathyaviniścayah

・ parāih

・ sahābhisam
ayam

 ārabhya codyaparihārakriyā / anena kathāsām

・kathyaviniśayena prajñāyām

・ 
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sam

・bhāvanā bhavati pares

・ām

・ niyogād anena tattvam
 adhigatam

・ tathā hy upaśam
asam

・saktam

・ suviniścitāviruddhārtham

・ 
sphut

・ārtham

・ vacanam
 idam

 iti / 

正
語
に
よ
っ
て
と
云
々
。
説
く
こ
と
と
は
法
の
説
示
で
あ
る
。
論
議
の
決
定
と
は
、
他
の
人
々
と
の
現
観

に
つ
い
て
の
論
難
と
回
答
の
作
用
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
く
こ
と
と
論
議
の
決
定
と
に
よ
っ
て
、
確
実
に
、
こ
の
者
に
よ
っ
て
真
実
が
證

さ
れ
た
と
、
他
の
人
々
に
慧
に
つ
い
て
の
信
知
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
執
着
の
寂
滅
で
あ
り
、
よ
く
決
定
さ
れ
て
い
て
相

反
し
な
い
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
明
瞭
な
意
味
の
語
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。Peking T

shi 125a2-4, D
erge Bi 278b4-6

「
論
議
決
擇
」
の
語
の
説
明
は
、
グ
ナ
マ
テ
ィ
の
『
釈
軌
論
註
』
に
見
ら
れ
る
。
堀
内
俊
郎
［
二
〇
〇
九
］
三
五
九
頁
参
照
。「
論
議
決
擇
」

の
な
か
の
「
義
決
擇
」
と
そ
れ
に
続
く
議
論
に
つ
い
て
は
、
本
庄
良
文
［
一
九
八
九
］、
石
川
美
惠
［
一
九
九
七
］［
一
九
九
八
］［
一
九
九
九
］

参
照
。
こ
う
し
た
釈
尊
の
言
葉
の
意
味
決
定
が
い
か
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
を
こ
れ
ら
の
言
及
を
通
し
て
受
け
と
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

『
倶
舎
論
』
第
五
章
「
随
眠
品
」
で
は
、
経
典
の
十
四
無
記
に
つ
い
て
の
言
及
を
契
機
と
し
て
、〈
問
い
と
答
え
〉
の
考
察
そ
の
も
の
に
向
か

う
。〈
問
い
〉
は
次
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。（
1
）
一
向
記ekām

・śa-vyākaran

・īya

（
2
）
分
別
記vibhajya-vyākaran

・īya

（
3
）
反
詰

記pariprcchya-vyākaran

・īya
（
4
）
捨
置
記 sthāpanīya-vyākaran

・īya

そ
し
て
、
問
い
（praśna

）
と
答
え
（vyākaran

・a

）
と
の
特
性

（laks

・an

・a

）
は
、
他
な
ら
ぬ
経
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
小
谷
信
千
代
・
本
庄
良
文
［
二
〇
〇
七
］
九
五
─
九
九
頁 

参
照
。
こ
の

『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
教
学
上
の
整
理
の
重
要
性
は
、
Ｒ
・
Ｇ
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
の
指
摘
か
ら
も
確
か
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

真
理
と
は
「
問
題
と
解
答
と
か
ら
な
る
複
合
体
に
属
す
る
何
も
の
か
」
で
あ
っ
て
、「
問
題
に
対
す
る
「
正
し
い
」
解
答
と
は
、
問
答
活
動
の
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
私
た
ち
を
前
進
さ
せ
て
く
れ
る
解
答
」（
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
［
一
九
八
一
］
四
七
頁
）
な
の
で
あ
る
。

慧
と
無
畏
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
、『
倶
舎
論
』
第
八
章
「
智
品
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
て
お
け
ば
よ
い
。

こ
こ
は
、
智
そ
の
も
の
が
無
所
畏
で
あ
る
と
主
張
す
る
ヴ
ァ
イ
バ
ー
シ
カ
の
主
張
に
対
し
て
、
智
に
よ
っ
て
無
所
畏
が
造
ら
れ
る
と
い
う
見
解
を

述
べ
る
箇
所
で
あ
る
。A

K
Bh Pradhan ed., 414.7-8: katham

・ jñānam
 eva vaiśāradyam

 / nirbhayatā hi vaiśāradyam
 / ebhiś ca 

nirbhayo bhavati / jñānakr

・tam

・* vaiśāradyam
. yujyate / na jñānam

 eva /

（*SA
 W

ogihara ed., 646.29, 646.33: jñānakr

・tam

・ tu

）

ど
の
よ
う
に
し
て
智
こ
そ
が
無
所
畏
で
あ
る
の
か
。
と
い
う
の
は
無
所
畏
と
は
畏
れ
が
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら

〔
諸
々
の
智
〕
に
よ
っ
て
畏
れ
の
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
無
所
畏
が
智
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
と
い
う
の
は
道
理
に
あ
う
。
智
こ
そ
が
〔
無

所
畏
な
の
〕
で
は
な
い
。A

K
Bh Peking nGu 65a7-8, D

erge K
hu 57a1-2 

玄
奘
訳 

巻
第
二
十
七
［
大
正
蔵
二
十
九 140c21-24

］、
真
諦

訳 

巻
第
二
十
［
大
正
蔵
二
十
九 291c27-292a1

］
（
）

5（
）

6
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例
え
ば
『
倶
舎
論
』
巻
第
二
十
七
［
大
正
蔵
二
十
九 140c17-24

］
や
『
瑜
伽
論
』
巻
第
五
十
［
大
正
蔵
三
十 573b20-573c18

］
な
ど
に

見
ら
れ
る
仏
の
四
無
畏
（
正
等
覺
無
畏
・
漏
永
盡
無
畏
・
説
障
法
無
畏
・
説
出
道
無
畏
）
の
説
明
の
な
か
で
は
、『
五
蘊
論
註
』
の
こ
う
し
た

「
論
議
決
擇
」
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
言
及
は
『
大
智
度
論
』『
自
在
王
菩
薩
經
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
四
無
所
畏
と
し

て
語
ら
れ
る
脈
絡
と
合
致
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
検
討
を
要
す
る
。『
大
智
度
論
』
は
、
仏
に
あ
る
十
力
・
四
無
所
畏
が
菩
薩
に
も
あ
る
の
か
と

の
問
い
を
立
て
る
。
そ
の
言
及
の
な
か
で
、
問
い
正
そ
う
と
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
答
え
る
こ
と
で
疑
惑
を
断
じ
、
大
衆
の
な
か
に
あ
っ
て
説
法

し
て
畏
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
菩
薩
の
四
無
所
畏
の
一
つ
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
菩
薩
の
四
無
所
畏
に
つ
い
て
は
、『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十

五
［
大
正
蔵
二
十
五 245c26-246a22

］、『
自
在
王
菩
薩
經
』
巻
下
［
大
正
蔵
十
三 932c27-933a7

］（
両
者
「
鳩
摩
羅
什
譯
」
と
の
伝
）
参
照
。

ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、O

berham
m

er 2006, T
odeschini 2011 

参
照
。

A
K

Bh Ejim
a ed., 24.15; Pradhan ed., 15.16-17: ata eva pañca skandhā nālpīyām

・so na bhūyām

・sah

・ // 

ま
さ
に
こ
の
ゆ
え
に
、

蘊
は
五
つ
で
あ
り
、
よ
り
少
な
く
も
な
く
多
く
も
な
い
。（cf. T

ib Peking Gu 40a1-2; D
erge K

u 37b1-2

）SA
 W

ogihara ed., 50.19-21: 
ata eva ca pañca skandhā nālpīyām

・so na bhūyām

・sa iti yathaudārikādibhih

・ kāran

・air nālpīyām

・so na bhūyām

・sa ity arthah

・ / 

ま
さ
に
こ
の
ゆ
え
に
、
蘊
は
五
つ
で
あ
り
、
よ
り
少
な
く
も
な
く
多
く
も
な
い
と
は
、
粗
大
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
よ
り
少
な
く
も
な
く
多
く
も

な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。（T
A

の
註
釈
はSA

と
ほ
ぼ
同
じ
。cf. T

A
 Peking T

o 94b4-5, D
erge T

ho 78b5-6 

蘇
軍 

一
九
三
─
一
九

四
頁
）

仏
教
に
お
け
る
五
蘊
に
つ
い
て
の
言
説
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
苦
悩
の
問
題
を
除
外
し
て
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
こ
の
一
節
は
示
唆
し
て

い
る
。
五
蘊
は
苦
悩
の
問
題
を
抜
き
に
定
立
さ
れ
る
存
在
概
念
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
五
十
六
［
大
正
蔵
二
十

七 T
288a11ff

］
に
は vastu

（
事
態
）
の
意
味
の
分
節
が
示
さ
れ
る
。
1
自
体
事
、
2
所
縁
事
、
3
繋
事
、
4
因
事
、
5
攝
受
事
。『
倶
舎
論
』

（A
K

Bh Pradhan ed., 93.21ff

）
お
よ
び
『
倶
舎
論
実
義
疏
』［T

A
 Peking T

o 44a6ff, D
erge T

ho 37a2ff

］
対
応
す
る
『
倶
舎
論
実
義

疏
』
古
代
ウ
イ
グ
ル
文
に
つ
い
て
は
庄
垣
内
正
弘
［
二
〇
〇
八
］
四
四
四
─
四
五
一
頁 

参
照
。『
倶
舎
論
明
瞭
義
』［SA

 W
ogihara ed., 21.28ff

］

に
も
同
様
に
五
つ
の
意
味
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
1
自
性
と
し
て
の
事
態
（svabhāva-vastu

）、
2
所
縁
と
し
て
の
事
態
（ālam

bana-
vastu

）、
3
繋
縛
と
し
て
の
事
態
（sam

・yoga-vastu

）、
4
因
と
し
て
の
事
態
（hetu-vastu

）、
5
摂
受
と
し
て
の
事
態
（parigraha-vastu

）。

岸
上
仁
［
二
〇
一
五
］
が
指
摘
す
る
通
り
、『
瑜
伽
師
地
論
』
菩
薩
地
「
真
実
義
品
」
に
お
い
てvastu

の
概
念
が
登
場
す
る
議
論
を
通
し
て
、

vastu

は
我
々
の
認
識
に
左
右
さ
れ
な
い
何
ら
か
の
超
越
的
・
絶
対
的
存
在
あ
る
い
は
我
々
の
認
識
に
左
右
さ
れ
な
い
外
界
の
何
ら
か
の
物
体
を

（
）

7（
）

8（
）

9
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想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
苦
悩
の
存
在
た
る
人
間
に
と
っ
て
〈
真
の
認
識
〉
の
探
求
と
い
う
問
題
意
識
の
な
か
に
お
い
て
は
じ
め
て
登
場
す
る
実

在
概
念
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
は
「
受
」
の
語
を
補
う
（tshor ba btang snyom

）。

以
下
に
平
行
句
を
記
す
。
イ
タ
リ
ッ
ク
体
は
一
致
す
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。T

rBh Boescher ed., 56.16-21, Levi ed., 20.18-23: 
evam

・ tv anye m
anyate / śubhāśubhānām

・ karm
an

・ām

・ phalavipākam

・ pratyanubhavanty anenety anubhavah. / tatra śubhānām

・ 
karm

an
・ām
・ sukho ʼnubhavah

・ phalavipākah

・ / aśubhānām

・ duh

・khah

・ / ubhayes

・ām
 aduh

・khāsukhah

・ / atra cālayavijñānam
 eva 

śubhāśubhakarm
avipākah. / tatsam

・prayuktaivopeks

・ā param
ārthatah

・ śubhāśubhānām

・ karm
ān

・ām

・ phalavipākah

・ / sukha- 
duh

・khayos tu kuśalākuśalakarm
avipākajatvād vipākopacarah

・ / cf. T
rBh Peking Si 176a2-6, D

erge Śi 151a5-7.; A
SBh T

atia 
ed., 2.13-16: śubhānām

・ karm
an

・ām

・ sukho ʼnubhavah

・ phalavipākah

・ / aśubhānām

・ duh

・khah

・ / ubhayes

・ām
 aduh

・khāsukhah

・ / 
tathā hi śubhānām

 aśubhānām
 vā vipāka ālayavijñānam

・ nityam
 upeks

・ayaiva sam

・prayuktam

・ bhavati saiva cātropeks

・ā 
vipākah

・ sukhaduh

・khayos tu vipākajatvād vipākopacarah

・ /

『
大
乘
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
第
一
［
大
正
蔵
三
十
一 695c1-6

］
問
。
受

蘊
何
相
。
答
。
領
納
相
是
受
相
。
謂
由
受
故
領
納
種
種
淨
不
淨
業
所
得
異
熟
。
若
清
淨
業
受
樂
異
熟
。
不
清
淨
業
受
苦
異
熟
淨
不
淨
業
受
不
苦
不

樂
異
熟
。
所
以
者
何
。
由
淨
不
淨
業
感
得
異
熟
阿
頼
耶
識
。
恒
與
捨
受
相
應
。
唯
此
捨
受
是
實
異
熟
體
。
苦
樂
兩
受
從
異
熟
生
故
。
假
説
名
異

熟
。　

阿
毘
達
磨
集
論
研
究
会
［
二
〇
一
五
］
参
照
。

cf. 
A

SBh 
T

atia 
ed., 

2.16-19: 
dr

〇s

・t

・aśrutatam
avijñātān 

arthān 
iti 

/ 
dr

〇s

・t

・am

・ 
yac 

caks

・us

・ānubhūtam
, 

śrutam

・ 
yac 

chrotren

・ānubhūtam
, m

atam

・ yat svayam
 abhyūhitam

 evam

・ caivam

・ ca bhavitavyam
 iti, vijñātam

・ yat pratyātm
am

 
anubhūtam

 iti / vyavaharatīty abhilāpaih

・ prāpayatīty arthah

・ // nānāvasthāsu ceti sukhaduh

・khādyāsu //

「
見
聞
覚
知
さ
れ

た
意
味
を
」
と
〔
云
々
〕。
見
と
は
眼
に
よ
っ
て
享
受
（
感
受
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
聞
と
は
耳
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
覚
と

は
「
こ
れ
こ
れ
で
あ
る
だ
ろ
う
」
と
自
ら
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
知
と
は
各
々
に
享
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
言
語
表
現
す
る
と
は
、
言
葉

で
理
解
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
阿
毘
達
磨
集
論
研
究
会
［
二
〇
一
五
］
参
照
。

略
号

A
K

Bh.	
A

bhidharm
akośabhās

・ya.

（
）

10（
）

11（
）

12
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	�
Ejim

a, Y
asunori, ed., A

bhidharm
akośabhās

・ya of V
asubandhu Chapter I: D

hātunirdeśa, Bibliotheca Indologica et 
Buddhologica 1, T

okyo: Sankibo Press, 1989.
	�

Pradhan, P., ed., A
bhidharm

akośabhās

・ya, T
ibetan Sanskrit W

orks Series V
ol. V

III, Patna: K
ashi Prasad Jayasw

al 
Research Institute, 1967.

A
S.	

A
bhidharm

asam
uccaya.

	�
Gokhale, V

. V
., ed., Fragm

ents from
 the A

bhidharm
asam

uccaya of A
sam

・ga, Journal of the R
oyal A

siatic Society, 
N

ew
 Series V

ol. 23, 1947.
	�

Pradhan, 
P., 

ed., 
A

bhidharm
a 

Sam
uccaya 

of 
A

sanga, 
V

isva-Bharati 
Studies 

12, 
Calcutta: 

V
isva-Bharati 

Santiniketan, 1950.
A

SBh.	
A

bhidharm
asam

uccayabhās

・ya.
	�

T
atia, N

., ed., A
bhidharm

asam
uccayabhās

・yam
, T

ibetan Sanskrit W
orks Series V

ol. X
V

II, Patna: K
ashi Prasad 

Jayasw
al Research Institute, 1976.

A
SV

y.	
A

bhidharm
asam

uccayavyākhyā.
	

Peking N
o. 5555, D

erge N
o. 4054.

D
erge.	

デ
ル
ゲ
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

M
A

V
Bh.	

M
adhyāntavibhāgabhās

・ya.
	

N
agao, Gadjin, ed., M

adhyāntavibhāgabhās
・ya
（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
四
年
）

	�
T

atia, N
athm

al and T
hakur, A

nantalal, ed., M
adhyāntavibhāgabhās

・yam
, T

ibetan Sanskrit W
orks Series V

ol. X
, 

Patna: K
ashi Prasad Jayasw

al Research Institute, 1967.
M

A
V

T

・.	
M

adhyāntavibhāgat

・īkā.
	�

Pandeya, 
Ram

achandra, 
ed., 

M
adhyāntavibhāgaśāstra: 

Containing 
the 

K
ārikā-s 

of 
M

aitreya, 
Bhās

・ya 
of 

V
asubandhu and T

・īkā by Sthiram
ati, D

elhi: M
otilal Banarasidass, 1971.

	�
Y

am
aguchi, 

Susum
u, 

ed., 
M

adhyāntavibhāgat・īkā: 
exposition 

systém
atique 

du 
Y

ogācāravijñaptivāda, 
N

agoya: 
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Librairie H
ajinkaku, 1934.

Peking.	

北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

PS.	
Pañcaskandhaka.

	�
Li, X

uezhu and Steinkellner, Ernst, ed., V
asubandhuʼs Pañcaskandhaka, Critically edited by Li X

uezhu and 
Steinkellner w

ith a Contribution by T
oru T

om
abechi, Sanskrit T

exts from
 the T

ibetan A
utonom

ous Region N
o. 

4, Beijing: China T
ibetology Publishing H

ouse, V
ienna: A

ustrian A
cadem

y of Sciences Press, 2008.
PSV

ibh.	
Pañcaskandhakavibhās

・ā.
	�

K
ram

er, Jow
ita, ed., Sthiram

atiʼs Pañcaskandhakavibhās

・ā PartI: Critical E
dition, Sanskrit T

exts from
 the 

T
ibetan A

utonom
ous Region N

o. 16, Beijing: China T
ibetology Publishing H

ouse, V
ienna: A

ustrian A
cadem

y of 
Sciences Press, 2013.

SA
.	

Sphut

・ārthā A
bhidharm

akośavyākhyā.
	

W
ogihara, U

., ed., Sphut・ārthā, A
bhidharm

akośavyākhyā, T
okyo: Sankibo Buddhist Book Store, 1936.

T
A

.	
T

attvārthā A
bhidharm

akośabhās

・yat・īkā.
	

Peking N
o. 5875, D

erge N
o. 4421.

	�


蘇
軍
「
敦
煌
本
安
慧 

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
実
義
疏 

発
現
漢
訳
新
本
」『
佛
学
研
究
』
中
国
佛
教
文
化
研
究
所
学
報
、
一
九
九
三
年
（「
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